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みよし歴史探訪

文化財を訪ねて

2011年10月１日発行広報みよし No.896

で

あ

る
９
月

１
日
は
、
全
国
各
所
で
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年

は
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
防
災
対
策
や

避
難
訓
練
等
の
大
切
さ
が
あ
ら

た
め
て
認
識
さ
れ
た
年
で
も
あ

り
、
例
年
よ
り
も
大
規
模
な
訓

練
等
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
町
内
の
小

中
学
校
で
も
毎
年
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
児
童
生
徒
の
安
全
の
確

保
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
「
引

き
渡
し
訓
練
」
と
い
う
取
り
組

み
を
ご
存
じ
で
す
か
？
今
回
は

小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
、
こ
の

引
き
渡
し
訓
練
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

引
き
渡
し
訓
練
と
は
、
大
震

災
等
の
発

生
に
よ
り
、

子
ど
も
た

ち
だ
け
で

は
下
校
す

る
こ
と
が

で
き
な
い

と
い
う
想

定
の
も
と
、

保
護
者
に

学
校
ま
で
迎
え
に
来
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
を
確
実
に
引

き
渡
す
訓
練
の
こ
と
で
す
。

　

実
際
の
訓
練
で
は
、
事
前
に

保
護
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
引
き

渡
し
に
関
す
る
確
認
用
の
カ
ー

ド
を
使
い
、
一
人
一
人
の
子
ど

も
た
ち
を
確
実
に
保
護
者
に
引

き
渡
し
て
い
き
ま
し
た
。
迎
え

に
来
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、

引
き
渡
し
場
所
で
並
ん
で
順
番

を
待
ち
、
ス
ム
ー
ズ
に
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
り
訓
練
の
時
間
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
家
庭
に

対
し
て
は
、
保
護
者
が
来
る
ま

で
学
校
で
先
生
と
待
っ
て
い
た

り
、
最
終
的
に
は
先
生
が
送
っ

た
り
す
る
と
い
う
対
応
を
取
る

こ
と
で
、
無
事
に
全

員
家
庭
に
帰
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

　

子
ど
も

た
ち
は
、

保
護
者
に

会
う
と
ホ
ッ

と
し
た
表
情
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

地
震
な
ど
の
自
然
災

害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
。

今
回
の
震
災
を
機
に
、
あ
ら
た

め
て
各
学
校
で
も
防
災
計
画
等

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
も
、
震
災
時
の
対
応

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Z
学
校
教
育
課
（
H
５
２
３
）

　

か
つ
て
は
、
至
る
所
で
目
に

し
た
茅
葺
き
屋
根
の
住
宅
。
し

か
し
、
今
で
は
町
内
に
数
棟
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
生

活
と
密
着
し
た
「
古
民
家
」
も

人
々
の
暮
ら
し
や
技
術
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、

町
で
は
二
棟
の
古
民
家
を
移
築

復
元
し
、
保
存
活
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の

一
棟
「
旧
池
上
家
住
宅
」

を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
六
三
年

（
一
九
八
八
）
、

歴
史
民
俗

資
料
館
の

敷
地
内
に

移
築
復
元

さ
れ
た
旧

池
上
家
住

宅
は
、
昭
和

五
九
年
ま
で
竹

間
沢
の
池
上
仁
家

の
住
宅
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
住
宅
の
建
て

替
え
に
伴
い
、
氏
の
ご
厚
意
に

よ
り
町
が
部
材
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
今
か

ら
一
四
五
年
ほ
ど
前
の
江
戸
時

代
末
か
ら
明
治
時
代
初
頭
の
建

築
と
推
定
さ
れ
、
町
の
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
池
上
家
住
宅
の
特
徴
は
、

部
屋
の
配
列
が
三
列
三
段
列
の

九
間
取
り
で
、
桁
行
十
一
間

（
約
二
〇
ｍ
）
、
梁
間
六
間

（
約
十
一
ｍ
）
、
建
坪
六
十
六

坪
（
二
一
七.

八

）
の
大
型

の
民
家
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
型
の
民
家
を

建
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

時
代
が
幕
藩
体
制
の
崩
壊
期

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
池
上
家
が

明
治
期
に
「
藍
大
尽
」
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
、
藍
染
め
用
の
藍
玉

生
産
で
財
を
成
し
て
い
た
こ
と

が
背
景
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
幕
末
、
明
治
の
動
乱

期
の
建
築
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、

こ
の
住
宅
に
は
外
側
か
ら
雨

戸
が
外
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

金
具
や
、
内
側
か
ら
雨

戸
を
押
さ
え
て
動
か
な

い
よ
う
に
す
る
心
張
棒

が
備
え
ら
れ
、
九
間
取

り
の
中
央
に
位
置
す
る

「
御
嶽
の
間
」
は
、
内

側
か
ら
す
べ
て
鍵
を
か

け
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
押
入
れ
の
床
板
を
外

し
て
床
下
に
抜
け
ら
れ

る
仕
掛
け
が
あ
る
な
ど
、

外
か
ら
の
侵
入
に
対
す

る
備
え
が
厳
重
に
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
に
触
れ
る
秋
。

日
曜
日
の
午
後
に
は
、

地
元
の
お
年
寄
り
が
入

れ
る
い
ろ
り
の
お
茶
と
昔
の
話

で
、
懐
か
し
さ
が
体
験
で
き
る

旧
池
上
家
住
宅
に
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

Z
社
会
教
育
課
（
H
５
１
７
）

第七回 旧池上家住宅

旧池上家住宅の間取り

旧池上家住宅
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図
書
館
の
本
棚　
「
サ
ッ
カ
ー
」
ー
２
０
１
４
Ｗ
杯
予
選
開
催
中
。
が
ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！
ー
別
置
紹
介
中

【
一
般
書
】
『
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ビ
ー
サ
ン
!!
ー
15
万
円
ぽ
っ
ち
ワ
ー
ル
ド
フ
ッ
ト　

ボ
ー
ル
観
戦
旅F

o
r a
ll F
o
o
tb
a
ll lo
v
e
rs

ー
（
講
談
社
文
庫
）
』

【
一
般
書
】
『
グ
ラ
シ
ア
ス　

ー
サ
ッ
カ
ー
か
ら
の
贈
り
物
ー
』

【
児
童
書
】
『
も
う
一
度
キ
ッ
ク
オ
フ
』

竹
田
聡
一
郎 

著

講
談
社　

２
０
１
０
年
９
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

Ｂ
７
８
３
タ
ケ

　

子
ど
も
の
こ
ろ
試
合
を
し
た
相
手
は
日
本
を
と

び
越
え
海
外
で
活
躍
し
て
い
た
。
プ
ロ
じ
ゃ
な
く
て

も
、
ピ
ッ
チ
の
そ
ば
に
い
た
い
。
情
熱
が
高
じ
て
ラ

イ
タ
ー
に
な
っ
た
著
者
の
海
外
サ
ッ
カ
ー
観
戦
し
た

記
録
。

【
一
般
書
】
『
本
田
に
パ
ス
の
36
％
を
集
中
せ
よ　

ー
ザ
ッ
ク
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｖ
ｓ.

岡
田
ジ
ャ
パ
ン
の
デ
ー
タ
解
析
ー
（
文
春
新
書
）
』

森
本
美
行 

著

文
藝
春
秋　

２
０
１
１
年
６
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

Ｓ
７
８
３

　

「
岡
田
ジ
ャ
パ
ン
が
残
し
た
も
の
」
と
「
ザ
ッ
ク

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が
目
指
す
も
の
」
と
は
何
か
を
日
本
代

表
の
分
析
担
当
だ
っ
た
筆
者
に
よ
る
豊
富
な
デ
ー
タ

を
元
に
徹
底
解
説
。
日
本
代
表
を
戦
術
的
に
見
つ
め

る
。

羽
中
田
昌 

著

四
谷
ラ
ウ
ン
ド　

１
９
９
９
年
10
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

９
１
６
ハ
チ
ュ
ウ

　

そ
の
日
彼
は
、
県
庁
を
辞
め
た
。
テ
レ
ビ
の
中
で

活
躍
す
る
旧
友
に
刺
激
さ
れ
、
身
体
に
不
自
由
が
あ

ろ
う
と
も
自
身
は
監
督
と
な
る
べ
く
ス
ペ
イ
ン
に
留

学
。
ス
ペ
イ
ン
留
学
で
見
た
「
プ
ロ
意
識
」
を
綴

る
。

風
野
潮 

作　

真
咲
ナ
オ 

絵

岩
崎
書
店　

２
０
０
４
年
９
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

９
１
３
カ

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
無
い
…
。
サ
ッ
カ
ー
が
し
た

く
て
仕
方
の
な
い
女
子
中
学
生
ハ
ル
に
力
を
貸
し
た

の
は
元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
ト
モ
ヤ
だ
っ
た
。
２
人
力
を

合
わ
せ
て
壁
を
乗
り
越
え
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。

　　　　申込みは中央図書館で受付中！（電話可）《募集中！》

★講座「紙しばいの楽しみ方・演じ方－実技指導あり－」
10月15日　13：00～16：00　中央図書館にて
　内容　 演じ方一つで、伝わる世界がガラリと変わる紙芝居。その

コツを学びましょう。
　講師　吉松美代子氏（人形劇団みやしろ代表、紙芝居研究家）
　対象　 図書館、学校、保育所、地域の施設などで紙芝居を演じて

いる人、興味のある人
　定員　40人（実技指導は４～５人のみ）
☆えほんとにんぎょうのへや
　　　　（絵本と小さな人形劇）
10月23日
　　10：30～11：00
　　　１・２歳以上向き　30人
　　11：30～12：00
　　　３～８歳向き　　　35人
　　※３歳以下は保護者同伴で。 ボランティアの皆さん

〈中央図書館〉

ぐりぐらタイム

（絵
えほ ん 　 か み し ば い

本・紙芝居・手
てあ そ

遊び・本の紹
しょうかい

介 )

第１・３金曜日

11：00～ 11：15　６ヶ月～１歳
さい

（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

11：20～ 11：40  ２・３歳～（保
ほご し ゃ ど う は ん

護者同伴）

第２・４火曜日　16：00～ 16：30　3歳～小学生

としょかん・くらぶ

第４土曜日・会員制

　10：10～ 11：00　１・２年生 35人

　11：10～ 12：00　３～６年生 50人

※ 本の読み聞かせとブックトークで本に親

しみます。

おはなしサークルかにかにこそこそ

（昔話などを覚えて語る練習会）

第３水曜日　10：00～12：00　大人対象

○ブックスタート

（４か月児健診時に、保健センターにて）

◎ブックスタートプラス

（２歳児歯科健診のあと、中央図書館にて）

〈竹間沢分館〉

ぐりぐらタイム

（絵
えほ ん 　 か み し ば い

本・紙芝居・手
てあ そ

遊び・本
ほん

の紹
しょうかい

介 )

第４火曜日

11:00～ 11:30　６か月～３歳（保護者同伴）

◆スイミ－おはなし会

　 　　（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）

第４木曜日　16:00～16:30　４歳～小学生

【地域文庫のお知らせ】

（児童書の貸出、お話会など。）

つくし文庫‥10月15日、10：00～12：00

　　　場所／上富１区第１集会所にて

あらた文庫‥毎週火曜日　15：30～18：00

　　　場所／荒田自宅にて

（藤久保536－4　三芳東中学校近く）

10月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

      1 

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5

★

☆



休

◎ ○

◆

休

休

休

休

休

引き渡し訓練を行いました

防
災
の
日


